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昨
年
、
町
教
育
委
員
会
‘
体
育
指

導
委
員
会
が
こ
の
捌
査
を
実
施
、
時

代
の
移
り
変
わ
り
に
よ
っ
て
ス
ポ
ー

ツ
が
大
衆
化
し
‘
社
会
的
に
ゆ
年
前

と
ど
う
変
化
し
て
き
て
い
る
か
を
、

日
歳
以
上
6
、
5
5
4
人
に
調
査
用

紙
を
配
布
、

2
、
2
4
9
人
剖
%
の

回
収
率
と
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
概
要
で

あ
り
ま
す
。

調
査
に
よ
る
と

問
代
4
初
代
の

ツの一一/

/一一実態と誠一¥

一て二スポこ
れ
に
つ
い
て
は
、
羽
子
で
は

m

人
が
、
女
子
で
は

m人
が
仕
事
の
都

合
で
出
来
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。

特
に
理
由
な
し
が
、
羽
田
人
、
女
山

人
が
い
る
。
こ
れ
を
ど
う
捕
ら
、
え
る

か
で
あ
る
。
高
齢
者
に
な
る
に
し
た

が
っ
て
、
見
る
楽
し
む
傾
向
が
多
く

な
っ
て

い
る
こ
と
だ
。

その他

12 

15 
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実施 Lない理由

仕事年をと勺たか句後れて

仕事、皇子をとったか句 ω疲れて

開
一
日
一
幻

動
一
目
立
的

世
田
一
節

ロリIJ-f-
E女子

引
女
は
平
均
河
%
、
特
に
初
代
の
男

子
は
初
%
が
過
去
に
何
ら
か
の
ス
ポ

ツ
経
験
者
で
あ
り
、
問
年
』
川
と
比

較
す
る
と
全
般
的
に
噌
加
の
傾
向
を

示
し
て
い
る
。

判
代
の
女
子
は
、
剖
%
1
柑
%
と

仲
ぴ
率
と
主
り
、
男
女
の
格
差
が
な

く
な
っ
て
い
る
。
叩
代
、
印
代
に
な

る
と
、
女
子
の
経
験
者
は
初
%
に
満

た
な
い
こ
と
で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
経
験
種
目
で
あ
る
が
、

男
子
で
は
野
球
が
圧
倒
的
に
多
く
、

続
い
て
ス
キ

l
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

卓
球
、
陸
上
競
技
と
な
っ
て
い
る
。

現
代
の
ス
ポ
ー
ツ
思
考

競
技
か
ら
レ
ジ
ャ
ー
ヘ

• • 
ス
ポ

l
y
に
つ
い
て
の
イ
メ

l
ジ

は
、
各
年
代
府
と
も
に
飽
印
刷
を

一
帯

に
考
え
て
い
る
。

羽
子
で
は
、
テ
ニ
ス
、
ス
キ
l
.

ゴ
ル
フ
を
上
げ
て
い
る
。
女
子
で
は
、

テ
ニ
ス
、
羽
球
、
水
市
を
上
げ
て
い

る
。
ス
ポ

l
y
施
設
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
温
水
プ
ー
ル
‘
ス
キ

l
場
な

ど
を
特
に
希
望
し
て
い
る
。
ま
た
、

専
門
指
導
者
向
養
成
、
積
極
的
な
指

導
者
の
対
応
を
望
ん
で
い
る
こ
と
で

あ
る
。

体
育
館
の
使
用
料
を
徴
収
し
て
は

の
意
見
が
あ
っ
た
り
.
特
に
、
指
導

者
に
対
し
各
年
齢
に
適
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
提
供
と
指
導
の
あ
り
方
的
要

望
が
強
く
、

小
、
中
、
出
校
生
の
健
全

古川
成
の
視
点
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

を
図
っ
て
ほ
し
い
。
な
ど
が
上
げ
ら

れ
て
い
る
。

男
子
の
場
合
は
、
ク
ラ
ブ
や
愛
軒

会
に
加
入
し
て
い
る
人
が
多
い
が
、

山
村
部
で
は
未
加
入
者
が
多
い
よ
う

だ
。
種
目
別
に
見
る
と
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
で
は
、
品
村

n人
に
対
し
市
街

刷
人
と
な
っ
て
い
る
。
ス
キ
ー
で
は
、

牒
利
臼
入
、
市
街
間
入
、
ビ

l
チ
パ

レ
で
は
各
差
が
な
い
。
野
球
に
主

る
と
股
村
刊
入
、
市
街
川
人
が
ス
ポ

l
y
を
し
て
い
る
。

女
子
の
場
合
は
、

市
街
地
の
住
民

ビ ー チバレ ーに汗流す主 婦たち

が
ス
ポ
ー
ツ
に
接
す
る
機
会
が
多
く
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

で
は
、
農
村
犯
人
、

市
街
叫
入
、
ス
キ
ー
で
は
、
川
崎
村
お

人
、
市
街
回
入
、
ピ
チ
パ
レ
ー
で

は
‘
政
村
位
入
、
市
街
門
人
、
羽
球

で
は
、
民
村
H
人
、
市
街
花
人
と
な

っ
て

い
る
。

こ
う
し
た
理
由
に
は
、
段
村
は
「
楽

し
み
、
好
き
、

親
陸
、
運
動
、

丈
夫
」

な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
市
街
は

「
好
き
、
楽
し
み
、
運
動
、

親
陸
、

丈
夫
」
の
順
で
あ
る
。

こ
れ
を
極
目
別
に
凡
る
と
、
農
村

明
干
で
は
‘
テ
ニ
ス
、
ゲ

l
ト
ポ

h

ル
、
ス
キ

l
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
上

げ
て
お
り
、
市
街
抑
子
で
は
、
テ
ニ

ス
、
ス
キ
、
ゴ
ル
フ
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

内同
村
女
子
で
は
、
テ
ニ
ス
、
羽
球
、

ビ
ー
チ
パ
レ
、
ス
キ
ー
を
上
げ
て

お
り
、
市
街
女
子
で
は
、
羽
球
、
テ

ニ
ス
、
木
部
、
ピ

l
チ
バ
レ
ー
な
ど

と
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
取
り
ま
と
め
に
よ
っ

て

今

後

「

地
域
に
棋
さ
し
た

ス
ポ

l
y
活
動
」
の
実
現
、
長

期
的
股
訟
に
た
っ
て
計
画
的
に

活
動
を
推
進
し
た

い
と
し
て
い

ま
す
。

叩
年
前
と
比
較
す
る
と
‘
ス
キ
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
な
ど
が
多

く
行
わ
札
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
こ

と
、
夏
に
は
、
ゲ

l
ト
ポ

ル
が
高

齢
者
ス
ポ
1
ソ
と
し
て
新
し
く
普
及
、

上
昇
し
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

女
子
を
見
る
と
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

が
各
年
代
と
も
経
験
者
が
多
く
、
就

い
て
羽
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
、

ス
キ
ー
な
ど
で
あ
る
。
現
在
で
は
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ス
キ

l
、
ピ

l
チ

バ
レ

l
、
テ
ニ
ス
な
ど
が
多
く
上
げ

ら
れ
て
い
る
こ
と
、
市
齢
者
は
明
子

制
織
に
ゲ

l
ト
ポ

l
ル
が
急
上
昇
し

て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
傾
向
は
、
ハ

l
ド
か
ら

ソ
フ
ト
へ
、
競
技
型
か
ら
レ
ジ
ャ
ー

型
へ
と
変
化
し
て
き
て
い
る
。
経
験

年
数
に
つ
い
て
は

羽
子
で
は
、
問

年
、
日
年
、
初
年
と
多
い
が
、
女
子

で
は
4
、
5
年
と
継
続
年
数
が
短
い

こ
と
で
あ
る
。

全
体
で
は
、
幻
%
の
者
が

こ
の

一

年
間
に
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
て

い
る。

こ
の
内
、
男
子
川
代
1
初
代
で
は
河

%
、
刊
代
で
は
刊
%
、

ω代
で
は
幻

%、

ω代
i
m代
で
は
日
%
と
な
っ

て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
女
干
の
場
合
は
、

叩
代
i
初
代
で
は
刊
%、

刊
代
で
は

剖
%
、
印
代
で
は
国
%
、
帥
代

i
m

代
で
は
H
%
と
主
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
種
目
別
に
凡
る
と
、
引
干

の
場
合
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
野
球
、

ス
キ
1
、
ピ
ー
チ
パ

レ
l
、
水
陣
、

ポ
ー
リ
ン
グ
、
パ
レ

l
、
羽
球
な
ど

が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
女
子
の
場
合

は、

ピ
l
チ
パ
レ

l
.
ス
キ
l
、
羽

球
、
パ
レ

l
、
ボ
ー
リ
ン
グ
、
テ
ニ

ス
な
ど
が
主
な
も
の
で
あ
る
.

こ
う
し
た
流
れ
を
見
る
と
、
レ
ジ

ャ
ー
型
、

仲
間
と
楽
し
く
行
う
ス
ポ

ー
ツ
へ
と
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

験
( 2 ) 

51.if-
好き

運動不足

楽しみ

身体を主夫

の順

~工二コ
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実施 Lた主な理由

104 

丈夫

192 

親睦

228 

運動

267 

IIき

273 

楽しみ

273 

。

安心電話がつく

本
人
が
負
担
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

目
出
年
度
と
し
て
は
、
現

在
5
台
分
の
枠
が
あ
り
ま

す
の
で
.
希
望
者
は
町
民

福
祉
諜
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

( 3 ) 

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
|
|
|
」

ね
た
き
り
老
人
に

L

こ
の
屯
話
は
、
日
年
度

に
町
に
お
い
て
計
画
、
初

戸
に
設
置
し
た
も
の
で
す
。

対
象
者
は
、
白
山
歳
以
上
、

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
、
ね

た
き
り
老
人
で
所
得
が
な

く
、
税
金
が
か
け
ら
れ
て

い
な
い
方
に
限
り
ま
す
。

こ
の
屯
話
の
シ
ス
テ
ム

は
、
無
線
に
よ
る
も
の
で
、

首
に
ス
イ
y
チ
を
か
け
、

緊
急
時
に
は
そ
の
ボ
タ
ン

を
押
す
と
自
動
的
に
品
寄

り
の
述
給
口以
内
所
に
コ
ー

ル
さ
れ
‘
そ
こ
が
不
在
の

時
は
、
第
2
の
辿
給
円
以
に
、

更
に
は
消
防
へ
と
連
絡
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
こ
の

包
括
は
普
通
屯
話
と
し
て

も
利
用
で
き
る
も
の
で
す
。

こ
の
取
り
替
え
料
金
は

4
.
4
0
0
円
か
か
り
ま

す
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
は

町
に
お
い
て
負
担
し
ま
す
。

た
だ
し
、
月

9
3
0
円
を



口
口

己
口

瀬
棚
線
代
替
パ
ス

連
絡
協
議
会
発
足

協
定
調
印

国
鉄
瀬
棚
線
が

3
月
四
日
で
廃
止
、

こ
れ
に
伴
い
函
館
パ
ス
が
代
替
パ
ス

と
し
て
運
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、
転
換

促
進
関
連
事
業
交
付
金
の
基
金
配
分
、

赤
字
補
て
ん
に
つ
い
て
、
昭
和
回
年

2
月
4
日
各
町
代
表
訪
日以
、
政
事
者

碕鱗犠鍔鋒鴻機
自良俗国巨額P

会
議
に
お
い
て
配
分
率
等
の
合
訟
を

号
た
。今

後
の
運
営
に
あ
た
り
、
函
館
パ

ス
が
円
前
な
運
行
を
確
保
す
る
た
め

の
瀬
棚
総
代
容
パ
ス
連
絡
協
議
会
が

4
月
山
日
、
長
万
部
、
今
金
、
北
紛

山
、
瀬
棚
の
町
長
、

議
長
が
出
席
し

交付金配分率

補てん率決定

月4 

(e • 
こ
の
他
肢
体
操
は
、
町
保
抽
出
紛
が

健
康
活
動
事
業
の

一
口
と
し
て
、
日
岬

年
度
を
能
川
刷
州
問
的
に
設
け
、
保
健

同
州
が
指
導
に
あ
た

っ
て

い
ま
し
た
が
、

印
年
度
か
ら
中
央
で
専
川
的
研
修
を

受
け
た
、
藤
沢
ヤ
ス
エ
さ
ん
、
久
保

田
孝
子
さ
ん
の

2
名
に
よ
っ
て
本
格

的
に
始
め
た
も
の
で
す
。

4
月
刊
日
取
材
に
よ
る
と
、

毎
週
火
、
木
陥
日
の

2
回、

夜
は

日
中
は

口
口

己
口

5
年
間
は
国
の
補
助

6
年
以
降
は
国
の
補
助

が
打
ち
切
ら
れ
、
そ
の
後
は
各
町
の

転
換
促
進
関
述
事
業
交
付
金
の
秘
立

基
金
か
ら
運
営
費
を
、
基
金
配
分
率

と
赤
子
補
て
ん
率
と
同
率
、
概
算
総

舶、

9
偲
3
千
万
円
に

対

し

長

万

部
町
凶
-
M
%
、
〈
，令
町
鉛

・
日
%
、

北
山
刊
山
町
出
-
m
%
.
瀬
棚
川
日
・

ω

%
の
山
中
に
よ
っ
て
附
う
こ
と
の
判
印

が
さ
れ
た
。

て
設
立
し
た
。

で
賄
う
が
、

こ
の
配
分
率
的
鉱
山
は
、
引
い
業
キ

口
数
、
均
等
制
、
利
用
人
久
の
平
均

値
に
応
じ
て
引
出
し
た
も
の
で
す
。

辿
給
協
議
会
発
足
に
伴
い
、
規
約
、

役
nH
の
選
出
が
行
わ
れ
、
会
長
に
は

北
楠
山
町
長
、
副
会
長
に
は
、
長
万

部
町
長
が
選
ば
れ
た
。
幹
事
に
は
、

4
町
関
係
課
長
、
函
館
パ
ス
担
当
部

長
と
し
た
。
胤
約
で
は
、
協
議
会
は

沿
線
4
町
と
函
釦
パ
ス
の
五
者
で
桃

成
、
年
l
間
聞
き
、
代
時
パ
ス
巡
九
日

補
助
、
路
線
の
艶
備
、
パ
ス
迎
行
な

ど
を
協
議
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
幹
事
会
を
お
き
‘
事
務
尚
は

会
長
所
在
地
に
訟
く
、
」
と
を
決
定
し

た
金
問
目
的
午
前
9
時
か
ら
総
合
体
行

館
武
道
場
に
お
い
て
行

っ
て

い
る
も

の
で
す
。

そ
の
効
拠
な
ど
に
つ
い
て
受
講
打
や

指
導
者
に
話
し
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

ご
」
の
体
保
は
、
筋
肉
を
柔
か
く
す

る
も
の
で
、
足
、
映
の
惑
い
方
、
成

人
病
や
出
血
圧
、
リ
ウ
7

チ
、
結
尿

病
と
多
種
多
様
に
わ
た
り
効
果
が
あ

る
と
言
う
こ
と
で
始
め
ま
し
た
。

| |  静かなブーム
病弱体に効果ll  

仁 学童の交通安全を 「
黄色で注意訴える 」

ドセルカバー贈るフン

• 
こ
の
体
操
効
採
が
現
わ
れ
る
に
は

一
ヵ
年
余
り
の
剣
山
が
か
、
る
こ
と

か
ら
中
途
で
止
め
て
し
ま
う
人
も
い

ま
す
が
、
こ
の
体
般
を
始
め
て
か
ら

具
く
眠
れ
る
よ
う
に
主
っ
た
こ
と
、

市
血
圧
の
人
が
正
市
に
な
っ
た
こ
と
、

結
尿
病
で
あ
っ
た
の
が
調
子
が
良
く

な
っ
た
こ
と
で
す
。
担

心
に
な

っ
て

戸
を
出
す
こ
と
を
ど
が
と
っ
て
も
良

い
こ
と
で
す
日
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
「
何
よ
り
も
こ
の
講
習
は
無
料

で
あ
る
こ
と
、
ス
ト
レ
ス
の
解
消
、

仲
間
づ
く
り
に
つ
な
が
る
こ
と
で
す
。

特
に
ζ

の
体
操
は
、
健
康
体
で
な
い

人
に
進
め
た
い
で
す
J
V

と
つ
け
加
え

て
い
ま
し
た
。

一
時
間
余
り
の
柔
軟
体
操
や
発
戸

に
額
か
ら
汗
が
流
れ
落
ち
る
、
な
か

な
か
ハ
ー
ド
な
も
の
で
し
た
。

初
心
受
講
者
募
集

開
催
予

定
時
期

冬 6
期月
間頃
を
雷十
画
中

詳
し
く
は
、
開
催
時
制
に
な

り
ま
し
た
ら
町
広
報
紙
、
回
覧

を
も

っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

器
是
非
皆
さ
ん
も
受
精
し
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。

仁二コ

( 4 ) 

3
M
M叫日
A
T
金
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
が
新
入
学
さ
れ
る
児
童

へ
と
「
学
主
安
全
」
文
字
入
り

の
ビ
ニ
ー
ル
製
ラ
ン
ド
セ
ル
カ

パ
l
m
枚
を
教
育
委
品
会
に
贈

り
ま
し
た
。

会
で
は
、
「
ク
ラ
ブ
の
事
業
と

し
て
毎
年
寄
贈
し
て
い
る
も
の

で
す
が
交
通
事
故
か
ら
苛
ら
れ
、

無
事
故
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の

で
す
日
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
た
教
行
委
品
会

で
は
、
愛
の
鈴
と
同
じ
く
、
各

小
学
校
の
新
入
学
児
輩
に
配
布

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

舎金ライオンズクラブ

行政相談委員の委嘱きまる

生亀キヨエさん(63)曙町
温かい心つマかい仁=コ

この解決に取り立場になって相談に応じるなど、

組んでくれるものです。

が総務庁長官から委嘱されました。行政相談委員

は行政機関などに対する苦情等について、皆椛ーの

( 5 ) 



婦人部.6. 
M 高金町.b.. 

7 工

位入学児童yf
3
月
初
日
商
工
会
婦
人
部
が
、
新

入
学
児
宜
的
無
事
故
の
願
い
を
こ
め

た

J
t
の
鈴
」

削
倒
を
教
育
委
円
以
会

に
附
り
ま
し
た
。

婦
人
部
で
は
、
「
こ
の
鈴
を
作
る

よ
う
に
な

っ
て
か
ら
何
年
も
事
故
が

な
く
今
日
に
主
っ
て
い
る
。
と

っ
て

も
絡
し
い
こ
と
で
す
U

と
お
し
て
い

ま
し
た
。

こ
の
愛
の
鈴
は
、
武
色
の
毛
糸
を

筒
状
に
編
み
あ
げ
た
中
に
鈴
が

つ
け

ら
れ
、
リ
ボ
ン
つ
き
の
可
愛
い
い
も

の
で
す
。
こ
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、

会
以
が
多
忙
な

一
日
の
時
間
を
や
り

く
り
し
て
集
ま
り
、
制
作
に
取
り
組

み
寄
贈
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
を
受
け
た
教
育
委
円
以
会
で
は
、

各
小
学
校
の
新
入
学
児
童
に
配
布
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。• • 

こみで、現代の社会状況が子供たちに$(の影

響を与えています。 そこで大切にな って〈 るの

が、問題行動に親がどう対処するかです。

自分の時z学生の ころを 生懸命也いmしなが

ら振り返ってみ るなどして、まず心にゆとりを

もって子f:!tにj!l!してくたeきL、。f可日カ，t.ょっ とケ

ロッ t忘れて Lまうような 過性のml凶行動を、

決 L て深追いしなレこと 。 1l~1越をより惚維に L 、

イ供の心を回折させてしまう心配があるカ白らで

す。

思春JUJとレうのは、心身ともに1tiH't動きなが

句、 jj)jつき なが句自分なりのとl'き方を模索する

年齢です。よ り大量〈成長するため に、 ニれまτ
の自分の殺をliJiろうとして失敗する ζ とbあり

ます。そ して‘£た立ち上がって次の段附へチ

(田代保育所ヘ枕プレゼセ !

背た いぞのぎお と り定助 し価li't 度
jifr IWf 1~且安， nでのりこし最祖 、司王 ζ たを i!i'南 ""

布告 Etzてrイ25弓どき2.2zzi 苧 i 
け制児よ材会絵さはの「り l . 町 へ 人 i 云~
ま 7品は るを i'::lがぎ、で孫一て会 民 とク i ァ ー

してお 14 も持はつ年タすに個やの 瓶、ラ i 人
た は 名 の ち 現 い に オ 。 哀 を ろ ポ 租lおブ 、
。 、、でよ在たちノレ ん目うラ ~昼が i ノ7

4 こす っ 35可な地 で標とン に寝 41 二 6 
月れ。て名愛みで ほと総テ 持 用 月 l づ 1 
16 を の、い‘ で しし会ィ 参の 141 二 1
日受 優そい うき いてでア し 枕日 7
H~: け しれもさて 」。 取決活 ま 20 凹\~一一-~. 

• • 

ヤレンジする一一ニの繰り返し の過程の中で子

供たちは成長を遂げて いく のです。大きな視野

の中で子供をえつめていてほしいと思います。

.子供の成長とともに貌も生まれ変わる

中学生の子供は、親の言うなりにな bないカ a

らニそ. 子育ての面白書・楽しさがある一一一そ

う考え bれる心のゆとりが欲しいものです。子

供と付き合うということは、毎日が新しい発見

であり、 子供の成長と歩調を合わせて親も日々

新しく生まれ変わって L、く。これこそ教育、つ

まり ‘共有'では ないで Lょうか.

家庭ケースワーク研究所所長

東京都1世田谷区教有香n金生活指導相賠日
溝夫岩佐

問題行動

親として何ができるか
一般論 とLての凡方ですが、 中 戸主の1::1凶行

動で圧倒的に$レのは~ 過悩勿のものです。しか

し、税の気持ちか らすると、なぜこん なことを?

レつから そんな干にな ったの ? などと近悦眼

的な態度で原閃を泡求 Lがちです。過去にきカ

のぼって、あれこれニf供の日到jを取り ぎた Lた

り. 観千関係について。あのとき お£えはこ

うだっ たから 仰 とか、過ぎた こと の中に、 1::1迎
行動の芽を兄つけJれそう とする傾向があります。

ごI両親の気持ちはよく分か ります。Lカi し、ニ

うした受付とめ方は‘ややもすると、本栴的な

，)1'行への執第二次郎l刈" ~1. 1 :h l+'，すこ とになり

かねません。 tiが却!という心身 ともにイ、!.i;.E:む

時JVIに起きがちな一過惜 の"症状"を.いわば

悦性化させて Lまう fiI.険があるカーbです。

.好結果を生まない *過去重点主義作

対処療法としてお倒的 Ltc L 、のは、いま、糾

として何を Lてあげられるのヵー 親子|則係のど

ういう面を改め ていけばいいのか など、い

まと ニれか らに重占をおいた考え方をし ていた

だきた L、こと です。子供の最初の問題行革;IJは、

子供から観に対する一般の危険を知句せる信号ー

である こと が多〈、家族や友人との人間関係な

Eで苦しんでいるというサインを発していると

兄て L叫、のです。 あくまでも前向きに、今後の

ことについて考える迩勢こそ有効であ って、 過

去の ニとま で根州り築掘りといった恥過去直視

主義。 は、多くの場合、鮮ま Lぃ結果を生む ニ

tは少ないと断言でき ます。

.ゆとりをもって子供の行動を見つめる

いまの時代、 子供のl問題行動を誘発する。原

因砂の多くは、家庭よりも社会にあるといえ ま

す。親の Lつけ教育の範囲をはるかに超えたと

自動車をお持ちの皆さんヘグ

ER雪胃曹司胃同司言..言A冒
-住み良い郷土を築くため、納税は期限内にすませましょう 。

・車を売ったl時、下取りや移転、廃車管の登録手続きをしてください。

渡島支庁税務部徴収係 電話0138-51-9111(内線272、355)

パス通勤、通学するのに最寄りの停問所まで自転車

を利用される方にお知 らせ。

役場前停留所については、消防岩に向って右側に自

転車置場を設けてあ りますのでご利朋ください。 旧今

金駅前についても早急に設置 したく剖画中ですので.

もう 少 しご辛抱ください。

( 6 1 

パス通の自転車置場お知らせ

(7) 

-



|北欧福祉の散策 |⑤

コ
「ー ス ウ ェ ー デ ン の

」一一心身障害者施設をみて

一口
、
日
本
か
ら
モ

ー
ニ

ン
グ
コ

ー
ル

今
日
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
心
防

者
施
設
研
修
視
察
の
日
で
あ
る
。
シ

ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル
は
、
近
代
設
備
を

誇
る
一
涜
ホ
テ
ル
で
、
ゆ
っ
く
り
と

く
つ
ろ
ぎ
熟
睡
で
き
た
。

朝
、
い
つ
も
の
よ
う
に
限
が
さ
め

た
の
が
五
時
三

O
分
を
少
し
回
っ
て

い
た
。
そ
ろ
そ
ろ
起
き
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
と
屯
括
的
コ
ー
ん
で
あ

る
。
モ
ー
ニ

ン
グ
コ

1
ル
に
し
て
は

平
い
な
と
考
え
な
が
ら
受
話
総
を
と

る
と
、
何
と
遥
か
日
本
町
光
の
旦
か

ら
飯
田
泰
裕
総
務
課
長
の
懐
し
い
戸

人
と
共
同
し
て
仕
官
申
告
す
る
能

h
を

身
に
つ
け
る
こ
と
.

制
官
況
は
、
約
六

O
名
町
心
開
者
と

二

O
名
の
職
日
以
(
地
方
公
務
円
以
)
が

次
の
小
規
桜
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

生
産
活
動
を
行

っ
て
い
る
。

革
工
芸
、
織
物
、
木
工
‘
プ
リ
ン

ト
、
パ

y
キ
ン
グ
、
廃
品
、
裁
縫
、

オ
フ
ィ
ス
、
股
作
業
、
野
外
活
動
な

ど。
午
前
八
時
|
午
後
五
時
ま
で
生
産

活
動
を
し
、
一
日

一
九
ク
ロ
ー
ネ
(
約

五

O
O円
)

の
工
貨
が
支
給
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
報
酬
は
、
法
律
で
決
定

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
川
町
単
位

で
決
め
、
巡
目
賢
か
ら
支
山
し
て
い

る
。
実
際
に
は
、

地
方
自
治
体
と
厚

生
行
の
下
部
組
織
が
迎
は
に
当

っ
て

お
り
、
運
営
費
は
、
す
べ
て
税
金
で

~通事故のご相談は

お気軽1:どうぞ

無料でご相鍛1:応じております

午前 9時半~午憧4時40分(平日)

土曜日は正午まで(!ii1土曜日は休みます)

谷勝俊

が
い
き
な
り
耳
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。

腕
時
引
を
凡
る
と
五
時
間
五
分
で
、

時
差
が
八
時
間
通
い
か
ら
日
本
叫
聞

で
午
後

一
時
四
五
分
に
当
る
。
緊
急

な
当
面
し
た
諸
問
題
の
報
告
と
承
認

事
項
で
、
す
ぐ
隣
り
か
ら
か
け
て
い

る
よ
う
に
明
隙
に
聞
え
て
く
る
。

世
界
の
ど
こ
に

い
て
も
屯
話
で
会

話
が
で
き
、
用
件
を
済
ま
せ
る
こ
と

が
で
き
る
の
だ
か
ら
、
便
利
な
世
の

中
に
な
っ
た
と
思
っ
た
。

=
、
指
導
員
が
日
本
女
性
だ
っ
た

心
郎
者
が
自
宅
か
ら
通
う
通
所
施

設
の
ハ
ル
ン
ダ
・
デ
ィ
セ
ン
タ
ー

柴光の里学園長

を
視
察
す
る
。
び
っ
く
り
し
た
こ
と

は
、
施
設
の
場
所
が
広
大
な
タ
ー
ミ

ナ
ル
・
シ
ヨ

y
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に

隣
接
し
て
い
る
こ
と
で
、
左
手
町
ド

ア
を
聞
け
る
と
す
ぐ
に
タ
ー
ミ
ナ
ル

に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
ス
ト

y
ク
ホ
ル
ム
市
の
ど
其
ん
中
に
あ

っ

て
地
域
と
の
交
流
に
は
こ
と
欠
か
な

い
場
所
に
あ
る
。

私
た
ち
が
到
着
す
る
と
、
ま
ず
、

会
議
室
内
よ
う
な
部
届
へ
と
案
内
さ

れ
た
。
お
代
り
が
自
由
な
コ
ー
ヒ
ー

と
紅
茶
の
扱
締
が
待
っ
て
い
た
。
オ

ラ
ン
ダ
で
も
そ
う
だ
つ
た
が
、
ど
の

• • 

ま
か
な
わ
れ
て
い
る
。
附
古
田
制
制
年

金
は
‘
川
九
万
川

t
一一

万
円
四
度

文
給
さ
れ
て
い
る
。

(
ち
な
み
に
、

日
本
は
約
問
万
川
l
五
万
川
J

一E
、
心
に
残
っ
た
ジ
ョ
ン
所
長
語
録

「
ハ
ン
デ
キ
ヤ

y
プ
を
持

っ
た
人

た
ち
で
も
、
基
本
的
に
は
普
一辿
の
人

と
閉
じ
環
境
で
暮
す
、
」
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
私
た
ち
は
、
常
に
社
会
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
る
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
、
最
も
弱
い

人
(
最
重
度
者
)
の
こ
と
を
考
え
て

出
発
点
に
し
て
い
る
」

「
セ
ン
タ
で
は
、
ど
ん
な
に
附

引
の
置
い
人
で
も
受
け
入
れ
て
仕
事

の
場
所
を
与
え
て
い
る
。
生
産
前
動

に
は
プ
ラ
ス
に
な
ら
な
い
が
、
グ
ル

ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
受
け
入
れ
、

グ
ル
プ
で
而
倒
を
み
て
助
け
A
H
う

。専門の相!~員が親身になってご相詰 l二町、じます

判団法人日本損害保険協会

視線自艶車保険請求相談センター
札縦，ri中央区~t .~闘 3 J日3-22 

札制東京海上ピル 3附

札拠調査事務所内

ttQl¥ -251 -373J(直通)011-222-3331

。弁i置土栂眼目 毎週木曜日午後 l時-4時

る

ン 所 長

説明す

ヨジ

をの作品入所者

ょ
う
に
し
て
い
る
。
こ
の
助
け
合
い

共
同
作
業
は
職
以
が
決
し
て
折
示

し
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
こ
の
場

開
で

一
得
思
い
の
は
、
峨
円
以
内
身
の

忍
耐
力
の
な
い
こ
と
だ
。
あ
く
ま
で

も
グ
ル
ー
プ
の
仕
耶
だ
か
ら
、
職
以

は
手
を
出
し
て
は
い
け
な
い
」

「
入
所
者
の
中
に
は
、
建
物
内
で

の
作
業
を
い
や
が
る
人
も
い
る
。
そ

の
人
に
は
屋
外
作
業
を
さ
せ
る
。

屋
外
で
自
然
の
木
を
し
き
り
に
切

る
が
、
そ
の
木
の
切
り
方
が
私
た
ち

と
述

つ
で
も
、
彼
の
方
法
で
や
ら
せ

る
.
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
梢

一
円仲

働
き
、
熟
睡
す
る
こ
と
だ
。
雌
版
業

か
ら
引
き
附
す
、
」
と
だ
」

「
所
長
内
部
届
は
、
人
所
者
の
居

室
よ
り
大
事
で
は
な
い
。
だ
か
ち
私

の
部
庖
は
建
物
の
附
に
設
計
し
た
」

f 

施
設
を
訪
問

L
て
も
こ
の
接
待
が
あ

り
、
こ
の
行
事
が
済
ま
な
い
と
先
へ

は
決
し
て
逃
ま
な
い
。
北
欧
の
図
民

性
と
い
う
か
、
日
本
の
よ
う
に
附
間

を
気
に
し
て
セ
カ
セ
カ
し
な
い
。

ジ
ョ
ン
所
長
の
説
明
を
通
訳
し
て

下
さ
っ
た
の
は
、
日
本
人
の
石
判
麻

子
さ
ん
で
、
こ
の
デ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

指
導
員
と
し
て
勤
め
て
い
る
方
で
、

日
本
で
は
障
害
児
学
級
一
年
、
養
護

学
校
七
年
の
教
職
に
あ
っ
た
と
い
う
。

北
欧
の
し
か
も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に

日
本
人
の
女
性
指
導
員
が
柏
張
っ
て

い
る
と
は
、
夢
に
も
考
え
て
い
な
か

っ
た
。
若
く
て
明
る
い
、
ハ
キ
ハ
キ

し
た
印
象
の
女
性
だ

っ
た
が
、
結
縛

さ
れ
て
い
て
、
ご
主
人
が
ス
ウ
ェ

ー

デ
ン
人
だ
と
伺
っ
て
、
な
る
ほ
ど
と

思
っ
た
。
彼
女
は
、
創
造
的
な
処
過

の
実
践
で
は
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
リ
ー

ダ
ー
だ
と
い
う
事
実
を
知
り
‘
私
た

ち
は
、
畏
敬
の
念
に
か
ら
れ
た
。

士一
、
ハ

l
ル
ン
ダ

・
デ
ィ
セ

ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
の
目
的
は
、
心
身
に
陣

容
を
持
つ
人
た
ち
の
状
態
、
環
境
を

よ
り
よ
く
変
え
て
い
く
こ
と
、
つ
ま

り
、
心
陣
者
自
ら
が
自
分
た
ち
の
置

か
れ
た
状
況
を
よ
り
よ
く
変
え
て
い

く
の
を
支
え
、
手
助
け
す
る
。
具
体

的
に
は
‘
次
の
資
質
的
養
成
を
す
る
。

一
、
自
立
心
。

二
、
自
分
を
信
頼
す

る
こ
と
。
三
、
実
際
的
仕
事
を
こ
去

す
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
。
凶
、
他

• • 
危い f

用排水での遊びに気をつけて

| 春の防犯運動 E 
カギかけて」

5月12B -21日までの10日間は、春の防犯

運動を実施します。犯罪のない住みよい町づ

くり に皆さんのご協力をお願い します。

北槍山警察署から

ひと声かけて、「おでかけは、
5月からf吏

用かい Lになりますので幼児童の事故

のないよう充分気をつけて〈ださい。

農業用の用排水施設が、

広
報
紙
に
つ

い
て
こ
意
見
ご
希
望
が
あ

り
ま
し
た
ら
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

広
報
広
聴
係

fi01376-2-2564 

電線i!I鐙作業の連絡は

北海道屯力側八芸屯7J所

-R~c諸国!f書屋蓮沼~;陽電ヨ.T/.ll詰属司圃

5月19日

午前 9時30介~午後 4時

時B 

( B) 

今金土地改良区カ、ら
役場会議室所l.l告

( 9 ) 



二コ

検 診 を受 けて明 るい家庭づく り

項 自 出ていただ く方 実 施
時 間 対象地区 実施 会 場 備 考する日

① 乳児相談 生後 6. 9ヶ月児 7日(柑 受付 l時 間
全 地 区 町民センター 保憧指導

9 :30-10:00 

② 
1 i議6ヶ月

11 1.7歳、1.8歳児 7日(柑
11 医師詰醐 !I<科医~~，

児健診 12:30-13:00 
11 11 

栄養指導保健指押

11日側 11 

③ 一 般相談 全 住 民 18日開 10:00-15:00 11 老人樹止センター 世康相時、保瞳指岬

25日開 町民センタ

@ 妊婦相談
妊 剖i r7J 方 12日ω 11 検尿血植横宜、子倍、体重醐定

(母親学級) 12:45-14:00 
11 11 

診療保瞳栄養指噂!I;科指導

市街地幼児 20日側
11 :00-12:00 市街地 11 

⑤ 
ツベノレクリ 上地区幼児生 25日側

種小13:00-
上地区

植川小、中里小、 lE
ン反応検査 各小学 1、 2年 主利河14:30までも 石小.聖和l河小

下地区幼児
26日ω神丘小13:00-

下地区
神丘小盟国小企

各小学 1、 2年生 八束小15:00まで 開小、八束小

市街地幼児 22日幽 受付 l侍 tlU
市街地 町民センター

12:30-13:20 
ツベ/レクリ

t 地区幼児 相 11小13 :00- 耳目11小、中旦小花⑥ ン判定
各小学 1、 2年生

27日側
英利河小14却まで 上地区 石小、誕利岡小BCG接極

下地区幼児
28日附

神丘小13:00-
下地区

神丘'1¥盟凹小企
各小学 1、 2年生 八東小15:∞まで !京小、八束小

育児講座 3 ヶ月児 受 付 時 flli 身体Ut醐保瞳指導

⑦ 21日附
9 :30-10:00 

全 地区 町民センター

乳児健診 4、7、10、12ヶ月児
11 身体叶制、保健指様、医師による

12:30-13:00 診車歯科指噂神経学

" 食品扱い業種の方 19日ω10:00-11 :50 胸部X組働酔

③ 営業者検診
13:00-]5:00 

11 今金保健所
クリーニング業

20日附 11 成人病横訟
等の方

⑨ 無医地区巡
日進地区住民 21日嗣 受付 l昨 rm

日進地区 舟 グ〉 { 本 診療科目 快科
回診療 14:00-15∞ 料金無料

⑬ 股脱健診
2ヶ月と25日以上

28日(柑 13:00-]4 :00 全地区 今金保健所 コ1刻節X拙写J'!の礼児

• • 

⑤ 月号

「-みんなの
ヰ土 会 キ冨 キ止 ↑高 議 aZ会コE、 だ よ

佃人名又は団体名 住 Hザ? 羽子 間9 内 容 帯問先

Jiil .1対“母、千l' 車 .r 缶ジュース l柿 光の虫学f剖

金坑竹玖:郎 唖 JII " 3省Y " 
杉山背掛 目。)，'.i'.凹T /、ッサーク 1筑Y " 
阿鈎1臨 公 子 八幡町 まんじ町う 100引闘 生晶子 5 ノ~'"/ク ノfナナ51本 " 
三 w措舟県 争申 丘 クッキー 1相 おかき 1筑Y " 
今企i封筒研究会 今 金 お嘉子(I60IIJ)57拙l 石けん 50個 タオノレ 15本 " 
楠山北古沢市牢挫 yt 耳ヨ グランドピアノ " 
外崎鮮 品瓜Z lI!l 開I まぐろ "'.1 kg " 
竹 改キ忠子 函館市 イチゴ 12ノ.:."ク " 
川 }j~ ふ とん M7 東 開T 枕カノ，- H文 " 
it' 111 'i!r .011 " 車 もち=*= 30kg 22 洲、 l延l

帯主公老人クラフー ヰtI命山町I オムツ '0帯主 タオル 5本 "スタオ1レ 13;f.文 " 
主f 由I骨 I1It ブー rn 千t 1nジュース 30本人 3陪1 " 
相川 博 一 日兄町 " 

" ヂ 5，000 光町ji-'1-ょぬ1

伊踊光 Jよ メc布l開T ヂ 50.000 社会制祉協前会

大 前 啓太郎 U{~ 干fI町一 光町1也 1:1叫 l

" デ 5，000 ，)、行イ￥1皐m虫1

今金町掛入団体迎蹄協議会 ..... 金 ヂ 20，000 社会制祉協設会

今金町職品組合 ..... 金 止の 'It乍 l剖

" ヂ JO，000 '~l )J 問

" ヂ 8，940 t1全編祉脇品会

• • 

この日は衛生委員の方々が皆さんの家を訪問し

指導にあた られま すので家庭を家のまわりを、

そして今金町を清潔で明るい住みよい町にする

よう自ら進んで実施し、明るい環境の中で生活

をいたしましょう。

( 10) 

5月12日(刈衛生指導の日

この日は各地区内衛生委員等がでて空き缶拾い

等を実施しておりますロあなたも家のまわりや

道路等の空き缶拾いに参加いたしま Lょう。

5月10日(日)空き缶ゼロの日
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E果 早せ証 早 証
国 急、んで 急の
保 。 病

旬{系 し更院
力、 て新の
勺 手診

5月の休日当番医
平 病院 (北 槍山)ft④5011

富田医院(今金)ft②0324
今金IIIJ国保病院 8②0221
北格山町国保病院 E④5321 

平病院(北檎山)ft④ 5011
楢崎医院(瀬棚)ft⑦3021

富田医院(今金)公②0324
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ややや住民の動態令。so令
3月末現在

前月対比

8，320 (-87) 

4，033 (-44) 

4，287 (-43) 

2，537 (-24) 

口

男

人。
女

ゴ2522瓦戸

世帯数

CIおたんじようおめでとう

従
来
第

3
子
白
か
ら
支
給
さ
れ
て
い
た

児
童
手
当
が
、
法
改
正
に
よ
り
第

2
子
白

か
ら
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
白
年
度
の
対
象
者
は
、
日
年
4
月

2
日
以
後
に
生
ま
れ
た
児
童
が
対
象
と
な

り
、
日
年

4
月
か
ら
は
、
小
学
校
入
学
前

ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、

こ
の
申
請
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は

町
民
福
祉
課
福
祉
係

(内
線
お
番
)

長男)商工団地

2男)大事l町

長女)花 石

長女)種 川

3女 ) 種川

長女) r~j 美町

長男)商工団地

長女)南 町

3月15日 (雄次

3月16日(敦志

3月18日(祐二

3月19日 (rl

3月22日(久司

3月26日(昌男

4月 7日 (明儀

4月10日(敏l明
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発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場 。いつまでもおしあわせに

%佐々木徳-9j(程 川)= )'i LIJ 清美(鵡川町)

箔牧野 司(未広 lilT)=立木千佳子(北凡市)

好川上正幸(白 石)=西凶容子(布美町)

J(，古山邦夫(日 進)=平21 啓子(瀬棚町)

y，;小助川彰(日の出Iilf)=高間古肘(寒昇)
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お忘れなく納めてください。

町税務課から

( 12) 
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